
  

の
存
在
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。
毎
晩
続
い
た
何
十
万
人

と
い
う
韓
国
民
衆
の
キ
ャ
ン

ド
ル
デ
モ
が
「
平
和
の
た
め

な
ら
な
ん
で
も
す
る
」
と
い

う
文
さ
ん
を
大
統
領
に
お
し

あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
長
い
長
い
韓
国
民
衆
の
苦

難
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。「
今

後
も
数
多
く
の
困
難
が
あ
る

だ
ろ
う
が
、
二
度
と
引
き
返

さ
な
い
し
、
こ
の
大
胆
な
旅

程
は
決
し
て
放
棄
し
な
い
」

と
大
統
領
は
言
い
ま
す
。 
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・・・お
知
ら
せ
・・・ 

◆
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ 

７
月
９
日
（月
）栃
木
市
役
所
前 

７
月

１９
日
（
木
）コ
ー
プ
栃
木
店
前 

 
 

午
後
４
時
～ 

（
30
分
間
） 

 

◆
鎌
田
慧
さ
ん
と
青
木
理
さ
ん 

に
よ
る
公
開
対
談 

=

原
発
・沖
縄
・憲
法
＝ 

７
月
７
日
（土
） 

午
後
１
時
半
～ 

栃
木
県
弁
護
士
会
館 

大
会
議
室 

入
場
無
料 

（
ご
み
問
題
を
考
え
る
栃
木
県
連
絡
会
） 

 

◆
２
０
１
８
年
原
水
爆
禁
止 

国
民
平
和
大
行
進 

広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら 

７３
年
の
夏
を
迎
え
ま
す
。
核
兵
器 

の
な
い
世
界
へ
向
け
て
、今
年
も 

行
進
し
ま
す
。 

７
月
１１
日
（水
） 

午
後
５
時
半
～ 

入
舟
庁
舎
駐
車
場
（
栃
木
市
入
舟
町
） 

（
カ
ワ
チ
薬
品
入
舟
店
跡
地
） 

 

◆
落
合
恵
子
が
語
る 

 
 
 

～
平
和
へ
の
想
い
～  

８
月

３１
日
（
金
） 

午
後
６
時
半
～ 

小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル 

チ
ケ
ッ
ト
５
０
０
円
（
学
生
無
料
） 

（
落
合
恵
子
と
平
和
を
考
え
る
会
） 

   

か
に
握
手
を
か
わ
し
、「
朝
鮮

半
島
の
非
核
化
」「
北
朝
鮮
に

対
す
る
安
全
の
保
証
」
で
合

意
、
共
同
宣
言
に
二
人
が
サ

イ
ン
し
ま
し
た
。 

ト
ラ
ン
プ
さ
ん
は
「
プ
ロ
セ

ス
の
は
じ
ま
り
」「
非
核
化
は

科
学
的
に
長
い
時
間
が
か
か

る
」
と
い
い
ま
し
た
。「
対
話
」

の
は
じ
ま
り
な
の
で
す
。 

 

今
年
の
正
月
、
罵
り
合
っ

た
二
人
が
仲
良
く
話
し
な
が

ら
散
歩
す
る
姿
を
み
ま
し 

た
。
私
は
文
在
寅

ム
ン
ジ
ェ
イ
ン

大
統
領 

 

世界史が「武力」ではなく「対話」の方向に 

激変しようとしている 

郡司 俊雄 

 

１
９
１
０
年
、
朝
鮮
半
島
は
日
本
の
朝
鮮
併
合
で
日
本
領
土
と
さ

れ
、
日
本
の
敗
戦
で
、
北
を
ソ
連
、
南
を
ア
メ
リ
カ
が
占
領
、
分
断

さ
れ
た
ま
ま
二
つ
の
国
家
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
、
南
北
両

国
間
で
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
り
、
南
を
国
連
軍
と
い
う
名
の
米
軍
、
北

を
義
勇
軍
と
い
う
名
の
中
国
軍
が
支
援
、
半
島
の
南
の
端
か
ら
北
の

中
国
国
境
ま
で
半
島
全
土
が
戦
場
に
、
そ
こ
で
南
北
が
憎
し
み
合
い
、

殺
し
合
い
、
米
Ｂ
２９
の
爆
撃
で
焦
土
と
化
し
、
死
者
が
中
国
義
勇
軍

４０
万
人
を
含
め
４
６
０
万
人
、
離
散
家
族
１
０
０
０
万
人
と
い
わ
れ

ま
す
。
占
領
下
の
日
本
は
米
軍
の
出
撃
基
地
と
な
り
、
憲
法
９
条
を

も
つ
日
本
人
も
米
軍
に
協
力
さ
せ
ら
れ
、
戦
死
者
一
名
を
出
し
ま
し

た
。
海
上
保
安
官
中
谷
坂
太
郎
さ
ん
（
大
阪
出
身
）
で
す
。 

 

戦
線
は
３８
度
線
を
こ
え
て
南
下
し
た
り
、
北
上
し
た
り
を
繰
り
返

し
膠
着
状
態
に
、
５３
年
７
月
２７
日
、
ア
メ
リ
カ
、
北
朝
鮮
、
中
国
の

間
で
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
、
停
戦
ラ
イ
ン
の
両
側
２
キ
ロ
が
非
武
装

地
帯
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
６５
年
間
「
停
戦
」
の
状
態
で
、

非
武
装
地
帯
を
は
さ
ん
で
南
北
が
に
ら
み
合
い
紛
争
が
絶
え
ず
、
東

ア
ジ
ア
最
大
の
不
安
定
地
域
で
し
た
。 

朝
鮮
戦
争 

 

苦
難
の
み
な
も
と
は
、
日
本

の
植
民
地
支
配
で
し
た
。
そ
こ

か
ら
不
幸
な
分
断
へ
と
つ
な
が

り
、「
分
断
の
悲
嘆
で
流
し
た
涙

が
か
れ
る
ほ
ど
の
歳
月
が
過
ぎ

ま
し
た
」（
在
日
詩
人
金
時
鐘

ギ
ム
シ
ジ
ョ
ン

さ

ん
の
言
葉
）
。 

私
は
日
本
の
責
任
を
重
く
感

じ
ま
す
。
私
た
ち
も
韓
国
、
北

朝
鮮
の
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
、

数
多
く
の
困
難
に
乗
り
越
え
る

た
め
力
を
つ
く
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。 

 

1951年（昭和 26年）焦土化した「ソウル」 

 

六
月
十
二
日
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が 

金
正
恩

キ
ム
ジ
ョ
ン
ウ
ン

委
員
長
と
に
こ
や 
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安倍政権はトランプ米外交に追従してきた。即

ち、北朝鮮に対して軍備を増強する「最大限の圧力」

に固執して来た。この固執のキーマンはトランプ大

統領補佐官で対北強硬派のボルトン氏である。他

方、ボルトン氏とは距離を置くポンぺオ米国務長官

は金正恩朝鮮労働党委員長と 2 回会って北朝鮮の

印象を変えていた。トランプ大統領も変わって来

た。そして、トランプ大統領は米朝首脳会談で「最

大限の圧力」という言葉はもう使いたくないと言っ

た。安倍政権だけが「最大限の圧力」に固執してい 

 

 

今こそ 「憲法 9条」で世界平和をリードしよう 
山本 磐夫 

                                                   

る。トランプ氏に梯子を外されたような状況の日本 

外交になっている。しかし、進もうとしている対話

路線の足を引っ張ってはいけない。日本が唯一出来

ることは北朝鮮を敵対しないことだ。米国と一緒に

軍備を増強したりすればアジアの平和はマイナスに

なる。平和憲法九条を持っている日本の存在価値は

大きい。日本外交に憲法九条を活かすことが問われ

ている。今こそ、改憲しない平和憲法九条で世界の

平和をリードできるタイミングである。みんなで「憲

法９条」を守ろう！ 

青木澄子さんのお話 

「朝鮮」での体験を聞く 
 
             

5月 26日 栃木文化会館  60名余りが集う・・ 

日本統治時代の朝鮮で幼少期を過ごした青木澄子さん

は、1936 年（昭和 11 年）に朝鮮（現在の北朝鮮）の咸

興府（かんこうふ）で生まれました。青木さんのお父さ

んは真名子村（現在の栃木市西方町）出身の教師で、朝

鮮に渡って教えていました。 

青木さんは、当時 10 歳の記憶をたどりながら、お父さ

んの教員生活の様子やご自身の学校生活のこと。敗戦後

の 46 年 8 月に日本に引き揚げてきた時の様子など、大

変な苦労であっただろうに、ユーモアに気さくな口調で

語ってくださいました。また、朝鮮からの引き揚げ者で

あることをひた隠しにしていた心痛もお話されました。 

 

 

 

    
 

『檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
』 

        

憲
法
改
正
へ
の
動
き
が
目
に
見
え
て
い
る
現

在
、
憲
法
を
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
国
民
に
憲

法
を
学
び
、
知
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

意
図
し
た
絵
本
教
科
書
。 

 
 

ラ
イ
オ
ン
を
国
家
権
力
、
檻
を
憲
法
に
た
と

え
て
、
私
た
ち
国
民
が
国
家
権
力
に
暴
走
し
な

い
よ
う
に
縛
り
を
か
け
、
憲
法
の
枠
の
中
に
入

る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
と
説
く
。
こ
れ
が
よ
く

言
わ
れ
る
「
立
憲
主
義
」
の
こ
と
。
憲
法
は
、

個
人
の
尊
重
、
人
権
尊
重
と
い
う
目
的
に
向
か

っ
て
組
み
立
て
ら
れ
た
と
も
強
調
す
る
。 

 
 

縛
ら
れ
て
い
る
国
家
権
力
が
、
縛
り
を
自
ら

解
こ
う
と
し
て
い
る
の
が
今
の
憲
法
改
正
の
土

台
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
憲
法
を
使
い

こ
な
す
た
め
に
も
、
繰
り
返
し
読
む
こ
と
を
推

奨
し
ま
す
。
き
っ
と
光
り
輝
く
日
本
国
憲
法
に

万
感
の
思
い
を
自
覚
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  
 

 

わ
た
し
の  

お
す
す
め
絵
本 

 
 
 

 
 
 

元
井 

茂 

茂 

かもがわ出版 2016 年 
楾 大樹 著 
（はんどう たいき） 

スタッフ会議 7月 13日（金）・26日（木）8月 10日（金）午後 1時半～ くらら 

参加者からも、東京大空襲で戦災孤児になって

しまった痛ましいお話、満州から引き揚げてきた

方のお話など、お聞きすることができました。「知

ることは力」となることを感じるよい集会となり

ました。          （大森八重子記） 
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